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6 松⽥雅弘. 脳卒中理学療法の理論と技術　第3版．メジカルビュー. 499-515, 2019

7 松⽥雅弘. 夢幻の空間．ヒューマンプレス. 61-75, 2019

8 松⽥雅弘. ⼩児リハ評価ガイド，メジカルビュー. 120-122，167-170，397-400, 2019

9 ⽻⿃浩三. 最新版順天堂⼤学が教えるパーキンソン病の⾃宅療法 主婦の友社 2019; 123-165.

10 藤野雄次. 夢幻の空間．104-113，154-162，Human Press，2019．

11 藤野雄次. 神経障害理学療法学Ⅰ 脳⾎管障害,頭部外傷,脊髄損傷．110-112，MEDICAL VIEW，2019

12 藤野雄次. 症例検討で⾝につける脳卒中の理学療法. 23-33，⽺⼟社，2019

13 池⽥浩. 公益財団法⼈⽇本サッカー協会医学委員会編、⾦原出版社 2019; 1-7.

14 とがわ愛 (著, イラスト), 坂井建雄 (監修). はじめてのやせ筋トレ. KADOKAWA, 2019



番号 全著者名,書籍名,出版社名, 出版年, ページ番号等

15 坂井建雄 (監訳). プロメテウス解剖学コアアトラス. 第3版, 医学書院, 2019

16 坂井建雄. 終わっている臓器: もはや不要なのに存在する⼈体パーツ21の秘密. 徳間書店, 2019

17 坂井建雄, 岡⽥隆夫.系統看護学講座 準拠 解剖⽣理学ワークブック. 医学書院, 2019

18 坂井建雄, 河⽥光博 (監訳). プロメテウス解剖学アトラス 頭頸部／神経解剖. 第3版, 医学書院, 2019

19 坂井建雄 (監訳). プロメテウス解剖学アトラスコンパクト版. 第2版, 医学書院, 2019

20 齋藤久美; 坂井建雄 (監修). ⽣活習慣と健康: デビラあらわる! 健康を守れ!!. マンガでわかる保健. ポプラ社, 2019

21 齋藤久美; 坂井建雄 (監修). 体と⼼の成⻑: ナツミとユウタの⼤⼈への階段. マンガでわかる保健. ポプラ社, 2019

22 齋藤久美; 坂井建雄 (監修). ⼼の発達と健康: ⾃分らしさってなんだろう?. マンガでわかる保健. ポプラ社

23 齋藤久美; 坂井建雄 (監修). 病気やけがをふせぐ: ドクター・ジンの診察室. マンガでわかる保健. ポプラ社

24 齋藤久美; 坂井建雄 (監修). 健康を害するもの: ケンコウ探偵団対なぞの怪⼈. マンガでわかる保健. ポプラ社

25 坂井建雄 (監修). ⼈体のふしぎ: メイとロロの学べるめいろシリーズ. イーストプレス, 2019
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28 奈良 勲, ⾼橋 哲也, 内⼭ 靖（編集）．理学療法概論 第7版、医⻭薬出版株式会社．2019
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1 松⽥雅弘，森沢知之，⾶⼭義憲，藤野雄次，髙橋容⼦，北原エリ⼦，眞壁寿，⾼橋哲也，藤原俊之, Early Clinical Exposure（⾒学実習）からルーブリック評価とe-ポート
フォリオを導⼊した取り組み,第13回全国⼤学理学療法学教育学会⼤会,東京都荒川区,2019.11

2 ⼤沼亮、星⽂彦、松⽥雅弘、酒井朋⼦、神野哲也.脊髄不全損傷患者における歩⾏開始時の運動学的解析.第3回⽇本リハビリテーション医学会秋季学術集会
,静岡県静岡市,2019.11

3 野邊和泉、松⽥雅弘、岩永⻯也、安宅洋美、丹野 隆明. 腰痛既往の有無が体幹筋活動に及ぼす影響― 体幹エクササイズ時の⽐較 ―.第7回⽇本運動器理学療法学会学術⼤
会,岡⼭県岡⼭市,2019.11

4 ⼤沼亮，関⼝優希奈, 早⼄⼥　雄紀，松⽥雅弘，星⽂彦.⼩脳性運動失調患者における歩⾏開始時の運動学的解析.第38回関東甲信越ブロック理学療法⼠学会
,群⾺県前橋市,201910

5 関⼝優希奈，早⼄⼥雄紀，⼤沼亮，松⽥雅弘.施設⼊所者のサルコペニアにおける運動と栄養が⾝体機能に与える影響-1症例の検討-.第38回関東甲信越ブロック理学療法⼠学
会,群⾺県前橋市,201910

6 楠本泰⼠,⼟屋順⼦,渡部祥輝, 梅⽥勝,⾼⽊健志,松⽥雅弘,新⽥收.脳性⿇痺痙直型両⿇痺患者におけるインソールの有無における動的⽴位バランスの特徴.第29回⽇本保健科
学学会学術集会,東京都荒川区,2019.09

7 ⼤沼亮，松⽥雅弘，⼭本澄⼦，星⽂彦.脳卒中⽚⿇痺患者における歩⾏開始時の運動学的解析〜⿇痺側COP変化に関する検討〜.第17回⽇本神経理学療法学会学術⼤会,
神奈川県横浜市,2019.09

8 松⽥雅弘，⾼橋忠志，中村学，栗⽥慎也，久⽶亮⼀，藤野雄次，阿部紀之.医療機関における下肢装具作製時における評価の実態︓全国調査の報告.第17回⽇本神経理
学療法学会学術⼤会,神奈川県横浜市,2019.09

9 栗⽥慎也，⾼橋忠志，中村学，久⽶亮⼀，松⽥雅弘.医療機関における下肢装具作製時の装具診察やフォローアップの実態︓全国調査の報告.第8回⽇本⽀援⼯学理学療法学
会学術⼤会,静岡県浜松市,2019.09

10 ⼤沼亮，菅井優⾥，岩川巧，松⽥雅弘，星⽂彦.⾼齢者における歩⾏開始時の運動学的解析︓加速度計を⽤いた体幹の運動に関する検討.第5回⽇本予防理学療法学会サテ
ライト集会,東京都⽂京区,2019.08

11 髙橋忠志、栗⽥慎也、中村学、久⽶亮⼀、松⽥雅弘.医療機関における下肢装具の備品状況︓全国調査の報告.第35回⽇本義肢装具学会学術⼤会,宮城県仙台市,2019.07

12 越⽥専太郎、⽯井孝法、松⽥雅弘、橋本俊彦.中学校1、2年次に指導される柔道投技に対する受⾝動作時の頭頚部運動︓熟練者と初⼼者の⽐較.第8回⽇本アスレティックトレー
ナー学会,東京都世⽥⾕区,2019.07

13 五⼗嵐美優,⿃居⾹菜,千葉彩加,新⽥收, 松⽥雅弘.⼩学⽣におけるタンデム⽴位バランスに年齢とライトタッチが及ぼす影響.第56回⽇本リハビリテーション医学学術集会,兵庫県神⼾
市,2019.06

14 千葉彩加,⿃居⾹菜,五⼗嵐美優,新⽥收,松⽥雅弘.定型発達児における積み⽊を⽤いた空間認知検査と年齢の関係.第56回⽇本リハビリテーション医学学術集会,兵庫県神⼾
市,2019.06
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15 ⿃居⾹菜,五⼗嵐美優,千葉彩加,新⽥收,松⽥雅弘.定型発達児における姿勢模倣の反応時間・正確性と年齢の関係.第56回⽇本リハビリテーション医学学術集会,兵庫県神⼾
市,2019.06

16 阿部紀之、松⽥雅弘、ネルソン祥⼦、⾚池優也、宮﨑雅光、作⼭詩織、村松 亜美、春⽇汐美、⾼橋貴祥、⼭本康晴、飯野彰⼦、佐藤⾄保.Balance Evaluation Systems
Test（BESTest）の評価結果に基づいた課題特異的バランス能⼒練習の効果.第56回⽇本リハビリテーション医学学術集会,兵庫県神⼾市,2019.06

17 松⽥雅弘，栗原靖，桑江豊，岩⽥元.家庭⽤EMS治療器が⾼齢者のバランス・筋⼒・歩⾏能⼒に及ぼす影響.第56回⽇本リハビリテーション医学学術集会,兵庫県神⼾
市,2019.06

18 ⼤沼亮，星⽂彦，松⽥雅弘，ネルソン祥⼦.パーキンソン病患者における歩⾏開始時の運動学的解析.第60回⽇本神経学会,⼤阪府⼤阪市,2019.05

19 阿部紀之、松⽥雅弘、ネルソン祥⼦、⾚池優也、宮﨑雅光、作⼭詩織、村松 亜美、春⽇汐美、⾼橋貴祥、⼭本康晴、飯野彰⼦、佐藤⾄保.脳卒中後⽚⿇痺者におけるBalance
Evaluation Systems Test（BESTest）スコア改善度と各セクションの改善度との関連.第60回⽇本神経学会,⼤阪府⼤阪市,2019.05

20 栗原靖、遠藤友樹、⼾坂友也、⻄澤ひとみ、藤平智也、⼤杉紘徳、松⽥雅弘、常泉吉⼀、付岡正.⼈⼯膝関節全置換術における術前・術後の歩⾏分析-コンポーネントの違いに着⽬
して-.第49回⽇本⼈⼯関節学会,東京都新宿区,2019.02

21 越⽥専太郎、⽯井孝法、松⽥雅弘、橋本俊彦.観察による柔道受け⾝動作時の頭部外傷リスク評価の検討︓柔道経験者と初⼼者の⽐較.⽇本体育測定評価学会第18回⼤会,北
海道札幌市,2019.02

22 森沢知之, 櫻⽥弘治, ⼤塚翔太, ⾼村剛, ⽥原将之, 越智裕介, ⾼橋陽, ⼤浦啓輔, 岩⽥健太郎, ⾼橋哲也, ⾼齢⼼臓外科患者の退院後の⽣活機能の変化と関連因⼦につい
て, ⽇本⼼臓リハビリテーション学会第4回関東甲信越⽀部地⽅会, 新潟, 2019.9.21

23 ⾶⼭義憲, ⾼橋遼, 美崎定也, ⽥中友也 ⼈⼯膝関節置換術前後の⾝体活動量の変化と⾻折リスクの変化の関係性. 第7回　⽇本運動器理学療法学会学術⼤会, 岡⼭, 2019
年10⽉6⽇

24 和⽥治, ⾶⼭義憲, 新⽥真吾, ⽔野清典 THA術前後の歩⾏変動と股関節機能の関連性. 第49回　⽇本⼈⼯関節学会, 東京, 2019年2⽉16⽇

25 伊澤奈々、岩室宏⼀、⾕真美、⽻⿃浩三、服部信孝、藤原俊之. ⾜圧分析からみたパーキンソン病患者の姿勢異常と⽴位・歩⾏障害の関係. 第60回⽇本神経学会学術⼤会、⼤
阪、2019年5⽉24⽇

26 伊澤奈々、北原エリ⼦、吉澤卓⾺、阿瀬寛幸、下泰司、服部信孝、藤原俊之. Levodopa-carbidopa intestinal gel (LCIG)療法の操作⼿技と認知機能の関係. 第13回パーキ
ンソン病・運動障害疾患コングレス(MDSJ)、東京、2019年7⽉27⽇

27 吉澤卓⾺、阿瀬寛幸、袴⽥裕未、北原エリ⼦、伊澤奈々、下泰司、波⽥野琢、⼤⼭彦光、服部信孝、藤原俊之. LCIG療法のポンプ操作⼿技獲得に影響を及ぼす⾼次脳機能の調
査 -作業療法介⼊からの検討-. 第13回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス(MDSJ)、東京、2019年7⽉27⽇

28 佐藤⾐久、望⽉正道、渡邊英孝、室井典⼦、北原エリ⼦、中野真理⼦、⾚池慶祐、伊澤奈々、野﨑由美、⾼⽊⾠哉、藤原俊之. ⼼臓腫瘍脊椎転移により対⿇痺を呈したAYA世
代⼀症例に対する包括的アプローチ〜リハビリテーションの⽴場から〜. 第4回⽇本がんサポーティブケア学会学術集会、⻘森、2019年9⽉6⽇

29 渡邊彩美、吉⽥司、三浦季余美、会⽥記章、阿瀬寛幸、北原エリ⼦、渡邉詩保⾥、野上典⼦、伊澤奈々、村上郁、⾼⽊⾠哉、斎藤光江、藤原俊之. 乳がん胸椎転移にて対⿇痺を
呈し、⾃宅退院および治療継続が可能となった症例に対する包括的アプローチ. 第4回⽇本がんサポーティブケア学会学術集会、⻘森、2019年9⽉6⽇
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30 宮川遥、吉野このか、吉⽥司、阿瀬寛幸、北原エリ⼦、中野真理⼦、伊澤奈々、⾚池慶祐、⾼⽊⾠哉、藤原俊之. 右⾅蓋⾻破壊が進⾏する中、⾃宅⽣活を継続した⼦宮体癌の1
例. 第4回⽇本がんサポーティブケア学会学術集会、⻘森、2019年9⽉6⽇

31 ⽥川康博、⾕真美、⼩⾒桃⼦、佐藤和命、渡邊彩美、波⽥野琢、補永薫、伊澤奈々、⽻⿃浩三、藤原俊之. リハビリテーションの経過中に認めたtask specific dystoniaの⼀例.
第71回⽇本リハビリテーション医学会関東地⽅会学術集会、東京、2019年9⽉29⽇

32 横⼭友貴、補永薫、⽥川康博、⽥崎友理佳、村上悠平、⼩⾒桃⼦、⾕真美、伊澤奈々、⽻⿃浩三、藤原俊之. インフルエンザ脳症による痙性⿇痺に対してボツリヌス療法および装具
作成により、介助量軽減を図った⼀例. 第3回⽇本リハビリテーション医学会秋季学術集会、静岡、2019年11⽉15⽇

33 村上悠平、補永薫、⽥川康博、⽥崎友理佳、横⼭友貴、⼩⾒桃⼦、⾕真美、伊澤奈々、⽻⿃浩三、藤原俊之. Reciprocating gait orthosisを⽤いたリハビリテーション治療により
歩⾏能⼒改善を認めた⼆分脊椎の症例. 第3回⽇本リハビリテーション医学会秋季学術集会、静岡、2019年11⽉16⽇

34 ⽥崎友理佳、⼩⾒桃⼦、⾕真美、伊澤奈々、⽯川愛⼦、補永薫、⽻⿃浩三、藤原俊之. 下咽頭癌の術後の重度嚥下障害に対して継続的にリハビリテーションを⾏い、改善を認めた
⼀例. 第3回⽇本リハビリテーション医学会秋季学術集会、静岡、2019年11⽉17⽇.

35 張万紅、⾕真美、⼩⾒桃⼦、伊澤奈々、補永薫、⽻⿃浩三、藤原俊之. 脳卒中⽚⿇痺患者歩⾏障害に対する経⽪脊髄刺激の効果. 第3回⽇本リハビリテーション医学会秋季学術
集会、静岡、2019年11⽉17⽇

36 Fujino Y, Amimoto K, Fukata K, Inoue M, Shida K, Sekine D, Matsuda T. Effects of electrical stimulation based on electromyographic analysis in
patients with pushing behavior: Two cases study. The 17th conference of Japanese Society of Neurological Physical Therapy. PACIFICO Yokohama.

37 ⾼橋容⼦，三神玲奈，中島俊哉，森⽥とわ，近藤国嗣，川上途⾏. 慢性期脳卒中患者における脊髄神経経路の状態と⿇痺側下肢運動機能および歩⾏パターンとの関係. 第44
回第49回⽇本臨床神経⽣理学会学術⼤会，福島，2019年11⽉

38 ⾼橋容⼦, 野⽥智之, 寺前達也, 春⼭幸志郎, 岡⽥紘佑, 奥⼭航平, 中村拓也, 川上途⾏, 森本淳, ⾥宇明元. 膝関節と⾜関節を空気圧⼈⼯筋で同時制御する下肢外⾻格ロ
ボット⽚脚型を⽤いた脳卒中歩⾏リハビリテーションの開発, 第33回回復期リハビリテーション病棟協会研究⼤会, 千葉, 2019年2⽉

39 渡邉 英孝, 望⽉ 正道, 室井 典⼦, 北原 エリ⼦, 森沢 知之, ⾼橋 哲也, 藤原 俊之, 横⼭ 美帆, 島⽥ 和典, 嶋⽥ 晶江, ⼭本 平, 浅井 徹, 天野 篤, 代⽥ 浩之. フレイル構成
要素を加えた急性期⼼臓リハビリテーションプログラムの試⽤について. 第67回⽇本⼼臓病学会学術集会，名古屋，2019年9⽉

40 ⼭⽥ みき, 横⼭ 美帆, 島⽥ 和典, 本沢 晶雄, 國本 充洋, 杉⽥ 有⾥那, 藤原 圭, 松原 友美, Abulimiti Abidan, ⼭本 平, 嶋⽥ 晶江, 浅井 徹, 天野 篤, 藤原 俊之, ⾼橋
哲也, 代⽥ 浩之．⼼疾患患者における便秘症の有訴率および有症率と⽣活機能との関連の検討．第67回⽇本⼼臓病学会学術集会，名古屋，2019年9⽉

41 ⾼橋 哲也, 渡邉 英孝, 望⽉ 正道, 森沢 知之, 横⼭ 美帆, 島⽥ 和典, 藤原 俊之, 代⽥ 浩之．フレイル⼼不全患者に対する機能的運動療法の実際．第67回⽇本⼼臓病学
会学術集会，名古屋，2019年9⽉

42 ⾼橋 哲也, 藤原 俊之．「ICUにおけるリハビリテーション医療の再構築2」〜早期リハビリテーション普及の鍵は?〜　理学療法⼠が集中治療チームの⼀員として働く鍵は?．第56回⽇本
リハビリテーション医学会．神⼾、2019年5⽉

43 神⾕ 健太郎, 佐藤 幸⼈, ⾼橋 哲也, 眞茅 みゆき, 池⻲ 俊美, 琴岡 憲彦, ⽥倉 智之, 後藤 葉⼀, ⼭本 貴信, 磯部 光章．⼼不全パンデミック時代におけるリハビリテーション医
療の課題　⼼不全患者外来リハビリテーションの有効性　AMED-CHF Cardiac Rehabilitation Study．第56回⽇本リハビリテーション医学会．神⼾、2019年5⽉

44 ⼤塚 翔太, 北條 悠, 仲井 佳祐, 森沢 知之, ⽯⽥ 敦久, ⾼橋 哲也．末梢動脈疾患に対する⾎管内治療後の再⼊院と⾝体活動強度の関係．第83回⽇本循環器学会学術集
会，横浜，2019年3⽉．



番号 発表者名,発表タイトル（題⽬・演題・課題等）,学会名,場所,発表年⽉⽇等

45 礒 良崇, 久野 越史, ⾓⽥ 史敬, ⾼橋 哲也, ⽊庭 新治, 鈴⽊ 洋．⼼筋梗塞後の患者における循環中のmicro RNA-181cの値は⼼呼吸器系の健康と関連する(Circulating MicroRNA-181c
Levles are Associated with Cardiorespiratory Fitness in Patients after Myocardial Infarction)．第83回⽇本循環器学会学術集会，横浜，2019年3⽉．

46
神⾕ 健太郎, 佐藤 幸⼈, ⾼橋 哲也, 眞茅 みゆき, 池⻲ 俊美, 琴岡 憲彦, ⽥倉 智之, 後藤 葉⼀, ⼭本 貴信, 磯部 光章．⼼不全患者に対する学際的な⼼リハビリテーションが⽣存および⼊院に及ぼす効果　AMED-CHF⼼リハビリテーション研究
(Impact of Multidisciplinary Cardiac Rehabilitation in Patients with Heart Failure on Survival and Hospitalization: The AMED-CHF Cardiac Rehabilitation Study)．第83回⽇本循環器学会学術集会，横浜，2019年3
⽉．

47 奈良 毬那, 杉江 正光, ⾼橋 哲也, 許 俊鋭, 井藤 英喜, 原⽥ 和昌．⾼齢化⽇本⼀の中⼭間地域におけるフレイル実態調査．第61回⽇本⽼年医学会学術集会，仙台．
2019年5⽉

48 奈良 毬那, 杉江 正光, ⾼橋 哲也, 許 俊鋭, 井藤 英喜, 原⽥ 和昌．地域在住⾼齢者の軽度認知機能障害やうつ傾向のスクリーニングとして介護予防基本チェックリストは有効
か?．第61回⽇本⽼年医学会学術集会，仙台．2019年5⽉

49 杉江 正光, 原⽥ 和昌, ⾼橋 哲也, 奈良 毬那, ⼩⼭ 照幸, 藤本 肇, 許 俊鋭, 井藤 英喜．「運動を⾏う事が出来ないと判断されたフレイル⾼齢者」対策として乾式遠⾚外線サウナ
(FILTS)の可能性．第61回⽇本⽼年医学会学術集会，仙台．2019年5⽉

50 榊聡⼦、⾼橋哲也、松本純⼀、菱沼遼、畑裕喜、樋⼝雄哉、関根友宏 、宮松祐介、寺部雄太．重症虚⾎肢患者における再発に関わる要因について．第49回創傷治癒学会，⼤
宮．2019年12⽉．



特別講演・招待講演

番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等

1 坂井建雄. ⽇本美術解剖学会・⼤会, 東京藝術⼤学, 2019.1.12.

2 坂井建雄. 第8回リウマチ膠原病スプリングセミナー, 中部労災病院, 名古屋, 2019.2.9.

3 坂井建雄. ⽇本医史学会⽉例会, 順天堂⼤学, 2019.3.23.

4 坂井建雄. 第347回順天堂医学会学術集会（教授定年退職記念講演会）, 順天堂⼤学, 2019.3.27.

5 坂井建雄. 第120回⽇本医史学会総会, 理事⻑講演, 名古屋, 2019.5.18-19.

6 坂井建雄. 篤志解剖全国連合会実務担当者研修会, 仙台, 2019.11.22.

7 坂井建雄. 千葉県⽴医療保健⼤学10周年事業記念講演, 千葉, 2019.11.23.

8 池⽥浩.2018FIFAワールドカップロシア⼤会におけるメディカルサポート.フィールドケア21, 東京, 2019年1⽉6⽇.

9 池⽥浩.2018FIFAワールドカップロシア⼤会におけるメディカルサポート.第11回フットボールカンファレンス, ⾼知, 2019年1⽉13⽇.

10 池⽥浩.2018FIFAワールドカップロシア⼤会のメディカルサポート.豊橋内科・外科医会合同研修会, 豊橋市, 2019年1⽉19⽇.

11 池⽥浩.2018FIFAワールドカップロシア⼤会のメディカルサポート.⽇⽴市・⽇⽴市教育委員会講演会, ⽇⽴市, 2019年2⽉3⽇.

12 池⽥浩.2018FIFAワールドカップロシア⼤会の疼痛管理.第7回花輪フォーラム, 浦安市, 2019年2⽉13⽇.

13 池⽥浩.2018FIFAワールドカップロシア⼤会におけるメディカルサポート.ソフトバンクホークス講演会, 宮崎市, 2019年2⽉14⽇.

14 池⽥浩.スポーツにおける運動器障害.第28回東京都整形外科勤務医会学術講演会, 東京, 2019年4⽉9⽇



番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等

15 池⽥浩.2018FIFAワールドカップロシア⼤会の疼痛治療戦略.第22回ちば医療連携の会学術講演会, 千葉, 2019年5⽉22⽇.

16 池⽥浩.2018FIFAワールドカップロシア⼤会におけるメディカルサポート.三郷医師会学術講演会, 三郷市, 2019年5⽉24⽇.

17 池⽥浩.2018FIFAワールドカップロシア⼤会におけるメディカルサポート.江東区医師会区⺠公開講座, 東京, 2019年6⽉8⽇.

18 池⽥浩.2018FIFAワールドカップロシア⼤会におけるメディカルサポート.⼤⽥区⺠公開講座, 東京, 2019年7⽉25⽇.

19 池⽥浩.サッカー選⼿の外傷・障害・膝関節.サッカーメディカルキャンプ, 東京, 2019年7⽉29⽇.

20 池⽥浩.2018FIFAワールドカップロシア⼤会の舞台裏.おゆみの中央病院講演会, 千葉, 2019年8⽉24⽇.

21 池⽥浩.サッカー選⼿の外傷・障害・筋損傷.サッカーメディカルキャンプ, 東京, 2019年8⽉24⽇.

22 池⽥浩.2018FIFAワールドカップロシア⼤会.第6回Trauma Mania Exciting Dialog, 東京, 2019年10⽉5⽇.

23 池⽥浩.2018FIFAワールドカップロシア⼤会でのメディカルサポート.東京都リハビリテーション病院講演会, 東京, 2019年10⽉11⽇.

24 池⽥浩.2018FIFAワールドカップロシア⼤会での疼痛管理.豊中市医会整形外科医会秋季学術講演会, ⼤阪, 2019年10⽉12⽇

25 池⽥浩.2018FIFAワールドカップロシア⼤会の舞台裏.函館三師会合同講演会, 函館, 2019年10⽉26⽇.

26 池⽥浩.サッカー⽇本代表チームにおける疼痛管理.川崎市整形外科医会学術講演会, 川崎市, 2019年11⽉22⽇.



知的財産権の出願・取得等

番号 発明者名, 発明の名称, 出願番号

1 藤原俊之 特許5224510

2 藤原俊之 特許出願2015-51122

3 藤原俊之 特許出願P19 -017

その他（広報活動を含む）

番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等

1 藤原俊之 International Society of Physical and Rehabilitation Medicine. Clinical Science and Research Committee

2 藤原俊之 ⽇本臨床神経⽣理学会　代議員、認定医試験問題作成委員、専⾨医制度検討委員、臨床神経⽣理学編集委員.

3 藤原俊之 ⽇本脳卒中学会  代議員、脳卒中学会誌査読委員、脳卒中治療ガイドライン委員.

4 藤原俊之 ⽇本リハビリテーション医学会　代議員、広報委員会特別委員.

5 藤原俊之 再⽣医療とリハビリテーション学会　理事

6 藤原俊之 ⽇本ボツリヌス治療学会　評議員

7 ⾼橋哲也 ⽇本理学療法⼠協会　常務理事

8 ⾼橋哲也 ⽇本⼼臓リハビリテーション学会　副理事⻑

9 ⾼橋哲也 ⽇本理学療法⼠学会学会運営審議会　議⻑



番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等

10 ⾼橋哲也 ⽇本⼼⾎管理学療法学会　代表運営幹事

11 ⾼橋哲也 ⽇本循環器学会チーム医療委員会　委員

12 ⾼橋哲也 ⽇本⼼臓病学会チーム医療委員会　委員

13 ⾼橋哲也 ⽇本集中治療医学会　理事

14 ⾼橋哲也 ⽇本臨床⽣理学会　評議員

15 ⾼橋哲也 理学療法治療ガイドライン委員会 ⼼⾎管理学療法　副班⻑

16 池⽥浩 公益財団法⼈⽇本サッカー協会・医学委員⻑　理事

17 池⽥浩 Member of FIFA Medical Centre of Excellence in Tokyo

18 池⽥浩 ⽇本整形外科スポーツ医学会　代議員

19 池⽥浩 ⽇本臨床スポーツ医学会　評議員

20 池⽥浩 ⽇本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会　評議員

21 池⽥浩 東⽇本整形災害外科学会　評議員

22 坂井建雄 ⽇本医史学会　理事⻑

23 坂井建雄 ⽇本解剖学会⽤語　委員⻑

24 坂井建雄 篤志解剖全国連合会　常任理事



番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等

25 坂井建雄 公益財団法⼈　⽇本篤志献体協会理事

26 坂井建雄 公益財団法⼈　⾦原⼀郎記念医学医療振興財団　理事

27 坂井建雄 ⽇本医学会医学⽤語管理委員会　委員

28 眞壁　寿 ⽇本福祉⼯学会　評議員

29 松⽥雅弘 ⽇本理学療法⼠協会　⽇本神経理学療法学会　運営幹事

30 松⽥雅弘 ⽇本理学療法⼠協会　⽇本⽀援⼯学理学療法学会　常任運営幹事

31 松⽥雅弘 ⽇本理学療法⼠協会　研究推進委員会

32 松⽥雅弘 東京都⾼次脳機能障害研究会　監事

33 松⽥雅弘 理学療法治療ガイドライン　⾜関節捻挫システマティックレビュー斑　班⻑

34 松⽥雅弘 理学療法治療ガイドライン　脳卒中システマティックレビュー斑　班員

35 松⽥雅弘 ⽇本ニューロリハビリテーション学会　評議員

36 松⽥雅弘 東京都理学療法⼠協会 研究推進部委員

37 松⽥雅弘 理学療法科学・Journal of Physical Therapy Science 優秀論⽂選考委員

38 森沢知之 ⽇本⼼⾎管理学療法学会　常任運営幹事.

39 森沢知之 ⽇本⼼臓リハビリテーション学会　評議員、編集委員会委員、卒前・卒後教育対策部会部員.



番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等

40 森沢知之 ⽇本呼吸療法医学会　代議員.

41 森沢知之 ⽇本呼吸ケアリハビリテーション学会　禁煙推進委員会委員.

42 森沢知之 ⽇本集中治療医学会 集中治療PT・OT委員会委員.

43 ⾶⼭義憲 ⽇本理学療法⼠協会ガイドライン・⽤語策定委員会におけるフレイル班システマティックレビュー班班⻑

44 藤野雄次 ⽇本理学療法⼠協会 神経理学療法学会　運営幹事

45 藤野雄次 ⽇本理学療法イニシアティブ研究会　理事

46 藤野雄次 ⽇本理学療法⼠協会ガイドライン・⽤語策定委員会作成グループ  脳卒中班員

47 藤野雄次 東京都理学療法⼠協会 研究推進部委員

48 藤野雄次 理学療法科学・Journal of Physical Therapy Science 優秀論⽂選考委員

49 ⾼橋容⼦ ⽇本理学療法⼠協会ガイドライン・⽤語策定委員会における神経難病システマティックレビュー班　班員

50 ⾶⼭義憲 科学研究費助成事業（若⼿研究）継続

51 森沢知之 科研費　基盤研究（ｃ） 研究代表者　急性期⼼臓リハビリテーション確⽴に向けた⼼臓外科術後の中・⻑期予後関連要因の解明．

52 森沢知之 科研費　基盤研究（ｃ） 研究分担者　ハイブリッド⽅式を利⽤した早期リハビリテーションプログラムの構築と効果検証．

53 松⽥雅弘 丸紅基⾦社会福祉助成⾦　代表︓⿊川洋明「重症⼼⾝障害児者に対する⽪膚電気活動を⽤いたストレス反応の研究　〜⽪膚電気活動⽔準の測定による検討〜」（共
同）

54  眞壁　寿 基盤研究費（C）代表︓⾦⼦ 賢⼀ 「⽼化促進物質AGEsと下肢筋シナジーの協関を指標とした⾼齢者転倒予測モデルの開発」（研究分担者）



番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等

55 松⽥雅弘 基盤研究費（C）代表︓松⽥雅弘「経頭蓋直流刺激が運動・姿勢に影響を及ぼす脳神経解明と運動学的・運動⼒学的検証」（代表）

56 松⽥雅弘 基盤研究費（C）代表︓新⽥收「発達性協調運動障害を対象とした，運動機能評価尺度および運動プログラム開発」（共同）

57 藤野雄次 研究活動スタート⽀援 代表 「⾝体の垂直知覚における頚部固有受容器の役割」

58 松⽥雅弘 ⽇本理学療法⼠協会　外部研究費　代表︓阿部紀之「⽣活期脳卒中後遺症者の装具管理状況や医療機関で受けた装具指導内容に関する実態調査」（共同）

59 ⽂部科学省研究費補助⾦ 基盤研究C 研究代表者「パーキンソン病の嚥下障害に対するシータバースト刺激に関する臨床的検討」

60 Makabe H. International Conference on Emotion and Sensibility （ICES 2019）Best Poster Presentation Award. 2019年11⽉．

61 ⾼橋哲也　⽇本臨床医学リスクマネジメント学会　理事

62 ⾼橋哲也　基盤研究（C）　代表研究者　⾝体活動強度に着⽬した末梢動脈疾患の重症化関連因⼦の解明と予防策の開発

63 ⾼橋哲也　基盤研究（C）代表︓⽇下さとみ　「⾼齢者にとって疲労の少ない⽔運搬⽅法の探索と新たな⾮常⽤給⽔袋などの開発」（研究分担者）

64 森沢知之 理学療法治療ガイドライン　呼吸システマティックレビュー斑　班員

65 森沢知之,  ⽇本⼼臓リハビリテーション学会第4回関東甲信越⽀部地⽅会　優秀賞受賞, 2019.9.21


